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<試験成穣・研究成果>

道央地域における秋まき小麦「きたほなみJの高品質安定栽培法

要

中村隆一汗後藤英次*杉川陽一*

武田尚隆村渡遅祐志***志翼弘行不

t:::. 
a 

J品繁茂や{到i伏を避けつつ，子夫タンパク含有率与を基準ilr!内におさめる「きたほなみ」に対する起生

W1YJ、後の肥上告管恕法を，道央地域において検討し，以 Fの ~:i!i栄を得た。

①起生!切に道央地域の小麦悶i坊には60cm深までに約 4kg/l0 aのfj肉駿態笠井;が含まれている O これと

起生期以後の装宗迫肥泣との干11 は，収穫期の笠井~I吸収 id と有意な正の制限l関係にあったが， r&!f提出3の

有無等の彩響を受け，半数しか士 2kg/l0 a 以内の精度で予測できないので，起生JUH!!~機態笠来診断

はill央地域に適応できなかった。

②e~準宗宗}j包 )J巴体系 4-6-0-4 (基肥一起生JUl 幼形JVl-l上王立JUJkg/lO a)において，倒伏を回避

し，適正な生育・ 11文 iA を fi'{j・保できる起生1tIJ茎数の範院は800~ 1， 300本1m2 であった。

③起生j羽茎数が800本/m2米満の場合には幼Jf;WJに故大 4kg/lO a程度地位する。一方，茎数1，300*

1m2以I二の場合には，起1=.1民 4kg/l0 a程度の減IJ巴で倒伏は改善されたが，その効果は限定的であっ

た。~在数過剰よりは不足時の)jが胞!]巴による生育制御の余地が大きかった。

③台地土は， 1出力が低く倒伏がほとんど発生しないため，起~l二JUJ茎数が1，300本1m2 未満のi易合には

4 6 4 4の議京施肥体系が適E11であった。

⑤以卜.の胞1山本系に従い追肥している場合， tH犯{矧の第 2紫の紫色が50):)、卜今で、はIJ日花1m以後の版元;業

而散布は不姿である。

1.はじめに

道央地域の秋まき小麦は，道東地域より収量水

準が低く，新品種「きたほなみJllにおいても倒

伏するため，一層の安定生産が求められている九

「きたほなみJの標準施肥体系は 4-6-0-4

(基肥起生期幼穂形成揺一止葉期，単位:kg 

N/IO a，以下向じ)であり，低タンパクが懸念

される場合は，更に幼穂形成期の追肥(上限 4

kgN/lO a) や，開花後に葉面散布するお。しか

し，施肥体系は土壌型や生育最別に設定されてお

Adjustment of nitrogen application rat巴1'orwinter 

wheat 'Kitahonami' in ccntral part of Hokkaido 

clistrict， accordin呂一 to the number of stalks 01' soil 

types. 

ぉ道総研 11I央f;ミ;業試験場 Ryuichi K¥IC¥edl'H.¥. 

日ijiG(lT(ll'. Y oichi SCGIK.¥ ¥¥'A. Hiroyuki SIIIG.¥ 

料民政部技術，"n.?ä~!技術il一千反復 Naotaka TAj(ElJ¥ 

同不出業研究本郎全il~j;JM~\~gi) Yuji WATAl¥，¥IJE 

らず，開花期以後の葉酉散布の要否判定基準4)も

t，H 、。
そこで， 1'"きたほなみJの倒伏防止と子実タン

パク含有率(以下， タンパク含有率と略記)の安

定化を目的に，起生期以後の施肥法を検討した。

2.方法

1) 1'"起生期無機態窒素診断」の道央地域への適用

の可能性の検討

平成20~22年に道央地域の問題場(表1)にお

いて，起生期に60cm深までの土壌無磯態窒素量，

20cm 深までの熱水揚出性窒素含量を調査した。

内，議索施肥量が標準施肥土 1kgであった75園

場(晩播圃場や佐IJ伏程度 3以上の習場，開花後に

追肥した圃場は除く)について，土壊無機態窒素

量と起生地以後の窒素追杷量の和(以下，

給量5)とする)と収穫期の窒素吸収量を対比した。
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表 1 r起生期無機態寮言語診断」の道央地域

への適用の可能性を検討した臨場数

fili被区分
ゴ二 J:!t 

市町村名
タイフ

n 

内irlI法・ IJ!!綴沿海 火IlJl午こi二 6 安平，怒悠，千段
およひ'új~fのー郊 泥炭土 1 1 ，ililf); 
さ手続出産金および 低iせ!士 21 iH知'J，(

22主ti周辺 火山i'I::i: 9 京綴，(H先]1<'，主kr.t， 官i，与額;
L:lre!J 低地こiこ 1 新ひだか

イ.î l'守 L!J央 g{~および
火t1jjlt:fニ 6 iえi{{，，llt 
泌氏二L 14 !仁村，1=i見iJ¥，府勢:

'安保lr持郊
立H出土 18 す:山，お Y6il~ ， 新篠津， L主I丹，ょがI1， f千j~晃
子TJ世上 12 

会:知LjJ北部 低地ニ!こ 3 滝111，iillH， iiliFL芦別，深111

泥炭土 8 

2)高品質・安定生産のための起生期生育翠・土

壌型に対応した施肥体系の策定

平成19~21年に中央農業試験場岩見沢試験地

(低地土，泥炭土)と長沼試験地(客土低地土:

火山灰客土)において，話麓期(早期，遣期，晩

期〕と播種量Cl70~255粒/m2) を変えて起生期

茎数が異なる関場を作り，謹業施肥体系 (4-6-

4 -4， 4…2-0-4， 4…6-0-4)が穂数，収

量(組子実重)，倒伏， タンパク合有率，窒素吸

収量に及ぼす影響を調査した。

次いで，平成20~22年に，1)の供試現地闘場

に起生期以後の窒素追肥量を変えた処理区を設け

(反復数 2~ 3)，穂数，倒伏，収量，タンパク

有率，窒素吸収量を調査し，起生期の茎数に対応

した施把体系の妥当性を土壌型毎に調査した。

3)爵花期以後の葉面散布の要否判定

1) の供試現地問場の内，標準施肥体系で栽培

し，開花期に尿索液を 2~ 31沼“N/10a葉面散布

した区を有する25:fi告において，出穂賠の第 2葉を

対象にした葉色や葉商散布とタンパク含有率との

関係を調査した。

3.結果

1) i起生期無機態窒素診断Jの道央地域への適用

の可能性の検討

。 ~60cm深の硝掻態窒素量は平均3 ，8kg/10a， 

無機態護素量は平均5.6kg/10aと十勝地方と間

程度含まれ5)，熱抽窒素含量は平均6.6mg/100gで

あり(表2)，淀炭土で多く，台地土で少なかった。

表 2 道央地域の小麦畑の起主主期土壌寮素盤の実態

然ノ'1<tillHH'I:繁栄治 (mg/l00g 0-鈎cm深)

ニ!こ峻 介地:1二 低地士 火山総土 泥炭土
均似

iiii小純

5.1 a 

2.5 

5.6 a 

2.8 
5.9a 
2.9 

8.8a 
3.0 

議素供給量5)と収穫期の窒素吸収量とは「窒素

吸収量 (kg/10a)ニ 0.58x護素供給量 (kg/lOa) 

+6.6J (式①)と有意で，道東地域(窒素吸収量二二

0.51 x窒素供給量+7.8) と開等の関保にあった

(国1)。しかし，実吸収量と予測値(式①)

が土 2kg/10 a以内であったのは半数に過ぎず，

施肥診断への起生期無機態窒素診断の利用は関難

であった。なお，実吸収量が予測より 2kg/lO a 

以上少なかった15筆 (22%)は硬盤層が浅いか，

麦連作開場が多く， 2 kg/10 a以上多かった21筆

(28%)は，硬盤層が深いか，下層泥炭の顕場で

あった。
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図 1 皇室素供給鐙と秋まさ小麦の収穣拐における

窒素吸収量との関係(道央地域)
主主) (0 -60cm深)
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作土の熱水抽出性窒素含量と収穫期の窒素吸収

とは無相関であった(データを示さず)。

2)高品質・安定生産のための施肥体系の策定

(1 ) 標準窒素施肥対応が可能な超生期茎数の検

討

標準窒素施肥体系において，穂、数700本/m2以

下，窒素吸~又量17kg/1O a未満でお，倒伏を自避

した起生嬬茎数は概ね1，300本/II12未瀧であり，

700kg/10 a以上の収量を確保できたのは同じく

800本/m2以上であった(図 2-1，図 2-2， 2010 

年:異常高温年を験く)。このように，標準室主主

胞肥対応が可能な起生期茎数は800~ 1. 300本/ m2 
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であった。

起生期茎数が異なる闘場における窒素施肥体系

が穂数，倒伏程度，校最性やタンパク含有率に及

ぼす影響を表 3に示した。

起生期茎数が800本/m2未満の場合，標準施肥

体系+幼形期 4kg/l0 a 増肥により，倒伏程度を

変えず，穂、数，収量，タンパク含有率，議案吸収

量を増加できた。揺数，窒素吸収量およびタンパ

ク含有率の平均値は適正な範屈にあり，収量は適

正茎数・標準施肥 (759kg/10a )の99%を篠保

できた。

起生期茎数が1.300本/m2以上の場合，標準施
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妻美3 起生懸茎数に対応した施肥体系の効果

NIiをIJE(kg/lOa) 
長E

処l'!I!区平均総

総 数 収 疑 収 穫 ! 待 守二校ill 2連総丞 タンノマク 総宗家
J;!;JIE ;包主主JtlJ Y}JJ[-;)切 Jl::王室JtlJ 数 合手:P:f; 吸収11

本/m' kgilOa 倒伏線!支 g E % kg/lO a 

800未満
4 6 D 4 9 547 677 0.2 43.2 835 10.2 14.2 

4 6 4 4 9 615 748 0.2 42.4 833 10.9 16.2 

800-1300 6 。 4 6 669 759 0.1 41.7 835 10.1 15.6 

1300以上
4 2 。 4 9 742 715 0.8 41.1 831 10.3 14.8 

4 6 。 4 10 803 762 1.3 40.7 828 10.7 16.4 

-57 



第 3.~ (2011年 7月)

イント軽減でき，窒素吸収量，穂数も減少できた。

しかし，倒伏程度は平均0.8であり，穂数は742本

ヨ~78巻

肥体系から超生蟻 4kgjl0 a 減肥により，収量，

タンパク含有率を確保しつつ，倒伏程度を0.5ポ
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図 3-3 N施肥体系が穏数，街j伏程度，タンパク含有率， N吸収翠に及ぼす彩饗(泥炭土)

1m2と適正植より多く，改善効果は隈られた。

このように，起生患に適正茎数・標準施肥がベ

ストであったが，茎数が適正域以外でも，幼形期

までの追肥調節で，倒伏や収量性を改善できた。

(2) 起生期茎数に対応した窒素施肥体系の設定

起生期以後の窒素施肥体系と穂数，窒素吸収量(，

タンノfク 倒伏程度の関係を，土壌型闘に

図 3…1から図 3-3にまとめた。

@ 台地土

台地土は，他の土壌より穂数や蜜素吸収量が少

なかった。起生期の茎数が1，300本1m2未満では

4 -10-4…4は窒素過剰j傾向であり， 4-6-4-4 

で穂数，タンパク含有率，窒素吸収量は目標値内

を示した。

起生期茎数が1，300本以上で、は 4-6-4-4

素吸収量が18kg/10aに達し，倒伏が認められ，

4 -6 -0…4で各項目は適正値となり，倒伏も抑

えられた。

このように，台地土では1，300本1m2を境に，

幼形態追肥量の調節で，倒{犬やi民議性を改善でき

fこ。

② 低地土

起生期茎数が800~1 ，300本1m2 では ， 4 -6 -

4 -4でタンパク含有率，または，窒素吸収量か

らみて窒素通剰であり，一方， 4 -6…O…4は穏

数，窒素吸収量から見て剖伏の危険性はなく，タ

ンパク含有率も基準{直以内であった。

起生期茎数が800本1m2未満では， 4-6-4 

4の施肥体系でも穂、数は概ね700本1m2以下であ

り，作土の熱水抽出性窒素合最が高い開場 (H21

深}II: 10.3mg， H20新篠津:8.6mg， H20深JlI: 

9.0mg) を除色合量が道央で一般的な圃場 (H

20栗山， 4.1mg) では，窒素吸収量やタンパク

もほぼ適正域であるので，幼形期まで増肥が

望ましかった。

起生期茎数が1，300本1m2以上の場合， 4 -6 

0…4の施肥では穂、数が適正域を超え窒素過剰で，

4-2-0-4で各項詰とも適正域となり望ましかっ

fこO

表 4 泥炭土における越冬前穣算気温
と遜塗素施肥体系との関係

持鬼沢試験地 1122 必5.3 407 4644 

お !i;\iJ~試験地 H20 457.1 622 4604 

j仁村 H20 575.2 1，380 4604 

妹背牛 H21 598.7 1，270 4604 

北村 日21 625.2 1.113 4600 

間見沢試験地 H22 625.2 1.200 4204 

以上のように，低地土では起生期菜数が800~

1，300本1m2では 4-6 -0 -4が望ましく， これ

以外は幼形期までの追肥量の増減が必要であった。

③ 泥炭土

超生期茎数が1，300本1m2以上では 4-6 -0 -

O以下が望ましかった。1，300本1m2未満では越

冬前の有効積算気温が高い闘場ほど，望ましい施

肥量は少なく(表 4)，有効積算気温520~6400C

(播種適期}llでみると，概ね 4-6-0 4が良かっ

fこ。
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3)開花期以後の葉苗散布の要吾判定

開花期以後に議素 3kg/10 aを葉酉散布するこ

とで，収量は30kg/1Oa，議素吸収量は1.4kg/

10 a， タンパク含有率は0.5%，それぞれ有意に

増加した(データ示さず)。タンパク含有率は出

穂期の葉色と正の棺関関係にあった(図4)。タ

ンパク含有率が10.5%(葉色50)以上では，葉面

散布によりタンパク含有率が0.7%高まるとへこ

れが基準値上限を超える。したがって，出穂期の

葉色50以上では開花期以後の尿素葉面散布は不要

であった。

13 
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図4 出穏期の禁色と子笑タンパク濃度との関係
(号室索絡~E : 4604kg/lO a ，王室街散布無しのデータで作図)

4.考 察

1)道央地域への起生期無機態窒素診断の適応性

について

道央部には無機態窒素診断が適用できない泥炭

土5)が広く分布する O また，物理性に劣り，診断

精度が劣る5)台地土や水田転換畑も広く分布する。

後者土壌は，土壌無機態窒素の吸収性が劣るため，

無機態謹素最に応じて減肥すると，予想以上に窒

素吸収量が抑えられ低収・低タンパクとなる恐れ

がある。したがって，道央地域に志く起生期無機

態窒素診断を適応することは困難と考えられた。

2)道央地域に対する窒素追肥翠の設定

標療室素施肥体系(4 -6 -0 -4 kg/10 a )が

遺志可能な起生期の茎数は， 800~1 ， 300本/ m2 

であった。ただい台地土は，根強りが劣り地力

が低く，倒伏せず，窒素吸収量や穂数が他の土壌

よりも少ないため，幼形期に窒素 4kg/l0 aを追

肥して穂数を確保することが適当で、あった。

起生期の茎数が800本/m2未満の場合は，台地

土を除き，幼形期に最大 4kg/l0 aの増肥が，

方， 1，300本/m2.121、上では起生期に 4kg/l0 a程

度のj威肥が有効であった。なお，起生期茎数が不

足と過多とを比較すると，茎数過多では倒伏の恐

れが若干残り，収量↑生も茎数不足の場合より劣る

ことから，適期に播揮できない場合は，晩期播種

の方が早期播種よりも翌春の対応がとりやすいと

考えられた。適期播種しでも，越冬前が平年より

高気温の場合は，茎数過多への対応が有効と考え

られた。

なお，熱水抽出性窒素含量が高い (8mg/l00 

g以上)癌場は窒素吸収量が多くタンパク

が高いので，土壌議素含量に応じた追肥量の調整

法の検討が今後必要であろう。

3)開花期以後の葉直散布

葉面散布により議案吸収量や収量も増加したが，

その主自的はタンパク含有率の増加にある。一般

に，小麦では展開第 2葉(止葉誼下葉)の葉色か

ら窒素栄養状態を判定するが4)，本試験の結果か

ら， iきたほなみJにおいても出穂期の葉急でタ

ンパク含有事を推定できることが明らかとなった。

謝辞

本試験は，北海道米変改良協会の協力の下，1:]狩・

警告:知・後志・ 11ll.振・日高各管内の農業改良普及センター

と共lこ行った。記して謝意を表する。

引用文献

1)北海道農政官[i(2006) :秋まき小変(系統名・北見

81 号)，平成18年普及奨励ならびに指導参考事項，

7 -9 

2)社団法人 北海道米麦改良協会 (2011):北海道の

小麦作り(平成23年)， 1 

3)北海道農政部 (2008):めん用秋まき小麦「きたほ

なみjの高品質安定栽培法，平成20年普及奨励な

らびに指導参考事項， 67-69 

4)北海道差是正文部(1999): :土壌診断による秋まき小麦

の主主索絡肥慈の設定，平成ll:年普及奨励ならびに

指導参考察項， 226-228 

5)北海道農政部 (2005):秋まき小麦の起生期無機態

窒素診断による祭索追肥法，平成17年普及奨励な

らびに指導参考事項， 118…120 

-60 

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

